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本
研
究
所
で
は
、「
同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
規

程
」に
よ
る
と
、「
広
く
仏
教
文
化
の
研
究
と
興
隆
に
寄

与
し
、も
っ
て
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
」

と
し
、そ
の
達
成
の
た
め
に「
仏
教
文
化
に
関
す
る
資

料
及
び
情
報
の
収
集
と
整
理
」が
事
業
の
一
つ
に
掲
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
開
所
以
来
、浄
土
真
宗
を

軸
と
す
る
貴
重
な
仏
教
関
連
史
料
を
寄
贈
や
購
入
に

よ
っ
て
収
集
し
、そ
の
一
部
を
史
料
展
示
や
各
種
刊
行

物
の
形
で
学
術
的
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

特
に
、『
同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
報
』
三
〇
号

（
二
〇
一
七
年
刊
）に「
黄
檗
版
一
切
経
」と「
宣
如
判
五

帖
御
文
」が
本
研
究
所
に
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
を
史
料
紹

介
し
た
よ
う
に
、こ
の
五
年
間
で
仏
教
文
化
を
考
え
る

上
で
重
要
な
出
版
さ
れ
た
聖
教
や
経
典
等
が
数
多
く

本
研
究
所
の
収
蔵
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、今
年
刊
行
の
同
報
三
五
号
で
は
、新
収
蔵

史
料
と
し
て
木
版
の
御
文（「
顕
如
判
御
文
」と「
准
如

判
御
文
」、「
良
如
判
御
文
」）と
あ
わ
せ
て
、真
宗
聖
教

（「
歎
異
抄
」と「
御
文
」）の
版
木
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
仏
書（
仏
教
関
連
書
籍
）の
版
本
の
み

な
ら
ず
、そ
れ
ら
の
版
木
も
蔵
品
と
な
る
な
ど
、本
研

究
所
の
仏
教
関
連
の
出
版
史
料
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は

さ
ら
に
充
実
し
つ
つ
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
、同
朋
大
学
・
名
古
屋
音
楽
大
学
図
書
館

に
は
、「
山
田
文
昭
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」と
呼
ば
れ
る
法
隆

寺
一
切
経
を
は
じ
め
と
す
る
貴
重
な
仏
教
関
連
の
古

典
籍
群
が
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、そ
の
な
か
に
も
多
数
の

出
版
さ
れ
た
仏
書
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
本
研
究
所
で
は
、二
〇
一
六
年
度
に
前
期

史
料
展
示
と
し
て「
聖
教
は
よ
み
や
ぶ
れ
…
―
来
て
見

て
さ
わ
っ
て
真
宗
文
化
―
」と
題
し
た
仏
書
の
展
示
を
、

二
〇
一
七
年
度
後
期
史
料
展
示
と
し
て「
お
経
の
か
た

ち
―
来
て
見
て
さ
わ
っ
て
仏
教
文
化
―
」と
題
し
た
経

典
の
展
示
を
開
催
す
る
な
ど
、本
研
究
所
を
含
む
同
朋

学
園
が
所
蔵
す
る
貴
重
な
仏
教
関
連
史
料
を
展
示
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
展
示
で
も
出
版
さ
れ
た
仏
書
が

数
多
く
出
陳
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
、世
界
最
古
の
現
存
す
る
印
刷
物
は
、称

徳
天
皇
の
発
願
に
よ
る「
百
万
塔
陀
羅
尼
」と
よ
ば
れ

た
奈
良
時
代
の
経
典
で
あ
る
よ
う
に
、日
本
の
出
版
文

化
史
上
に
お
け
る
仏
教
と
の
関
係
は
古
代
か
ら
存
在
し
、

そ
れ
は
現
在
ま
で
脈
々
と
密
接
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。　

し
か
し
な
が
ら
、出
版
と
仏
教
の
関
係
は
、一
般
的

に
は
広
く
認
識
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
本
研
究
所
で
は
、仏
書
な
ど
の
出
版
史
料
に

焦
点
を
あ
て
、仏
教
と
出
版
を
め
ぐ
る
文
化
史
的
側
面

を
取
り
上
げ
る
展
覧
会
を
企
画
し
ま
し
た
。

特
に
今
回
は
、「
印
刷
さ
れ
た
仏
書
」、「
近
世
・
近
代

の
出
版
と
親
鸞
の
イ
メ
ー
ジ
」、「
出
版
に
み
る
寺
社
空

間
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」、「
神
仏
を
感
じ
る
身
近
で
意
外

な
摺
物
」、と
い
う
四
つ
の
展
示
構
成
か
ら
、以
上
の
課

題
解
決
の
糸
口
に
迫
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
付
記
】

一
、本
書
は
、同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
二
〇
二
二
年
度
前
期

　

史
料
展
示「
す
り
出
さ
れ
た
カ
ミ
・
ホ
ト
ケ
―
出
版
か
ら
み
た

仏
教
文
化
―
」展
の
解
説
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
あ
る
。

　
　

な
お
、展
示
の
会
期
・
会
場
は
、次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
〔
会
期
〕二
〇
二
二
年
七
月
九
日（
土
）～
七
月
二
二
日（
金
）。

　
〔
会
場
〕ギ
ャ
ラ
リ
ー
Do（
同
朋
学
園
Do
プ
ラ
ザ
閲
蔵
一
階
）。

一
、本
書
の
編
集
は
、同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
に
て
行
っ
た
。

作
業
担
当（
ロ
ー
マ
数
字
は
執
筆
担
当
章
）は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

担
当
主
任
…
千
枝
大
志 【
所
員
】

　

解
説
執
筆
…
千
枝
大
志 

Ⅰ
・Ⅱ
・Ⅳ
、川
口
淳 【
所
員
】Ⅲ

　

写
真
撮
影
…
川
口
淳
、千
枝
大
志

一
、本
書
に
は
、全
て
の
展
示
史
料
の
写
真
は
掲
載（
〇
数
字
は

写
真
の
掲
載
順
を
示
す
）さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、所
蔵
者
表

記
の
無
い
史
料
は
全
て
個
人
の
所
蔵
品
で
あ
る
。

一
、展
示
史
料
の
寸
法
は
縦
㎝
×
横
㎝
×
高
㎝
で
表
現
し
た
。

一
、本
書
に
は
、文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
・
基
盤
研
究（
Ｃ
）「
日

　

本
初
の
紙
幣「
山
田
羽
書
」誕
生
の
地《
伊
勢
神
宮
地
域
》を
め

ぐ
る
中
近
世
社
会
経
済
史
の
再
構
築
」（
研
究
代
表
者
千
枝
大

志
、
二
〇
二
二
～
二
〇
二
四
年
度
、
課
題
番
号
：
二
二
Ｋ

〇
一
六
〇
三
）の
研
究
成
果
の
一
部
が
含
ま
れ
て
い
る
。

一
、開
催
に
あ
た
り
、以
下
の
皆
様
の
協
力
を
得
た
。
記
し
て
深

謝
申
し
上
げ
る（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）。
青
木
馨
、安
藤
栄
、

安
藤
弥
、川
口
賢
司
、末
松
憲
子
、服
部
仁
、横
地
誠
人

は
じ
め
に
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本
章
で
は
、「「
山
田
文
昭
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」の
仏
書
」、「
出
版
さ

れ
た
仏
書
と
版
木
」の
二
つ
の
サ
ブ
テ
ー
マ
か
ら
、印
刷
物
と
し
て

の
仏
書
の
歴
史
を
概
観
す
る
。

出
版
は
、手
書
き
に
比
べ
テ
キ
ス
ト（
本
文
内
容
）を
一
定
化
さ

せ
て
仏
書
を
大
量
に
作
成
す
る
に
は
適
し
た
技
法
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、奈
良
期
の「
百
万
塔
陀
羅
尼
」以
降
、平
安
後
期
の
摺
経
や

仏
教
版
画
の
流
行
を
経
て
鎌
倉
期
に
寺
院
に
よ
る
経
典
や
注
釈
書

の
出
版
が
盛
ん
に
な
る
。

特
に
奈
良
で
は
、興
福
寺
が
平
安
後
期
に
春
日
版
と
よ
ば
れ
た

経
典
を
開
版
し
た
こ
と
を
皮
切
り
に
、鎌
倉
期
に
同
寺
を
は
じ
め
、

西
大
寺
・
唐
招
提
寺
・
大
安
寺
・
東
大
寺
・
法
隆
寺
な
ど
で
奈
良
版
の

仏
典
が
開
版
さ
れ
た
。

奈
良
以
外
で
も
、高
野
山
で
は
高
野
版
、京
都
で
は
比
叡
山
の
叡

山
版
、泉
涌
寺
の
泉
涌
寺
版
、知
恩
院
を
軸
と
す
る
浄
土
宗
門
寺
院

の
浄
土
教
版
、さ
ら
に
禅
宗
の
五
山
を
中
心
と
し
た
五
山
版
、鎌
倉

の
極
楽
寺
の
極
楽
寺
版
、松
谷
寺
の
松
谷
寺
版
、称
名
寺
の
称
名
寺

版
と
い
っ
た
寺
院
版
が
開
版
さ
れ
る
な
ど
、日
本
の
出
版
は
仏
教

の
興
隆
と
共
に
発
展
・
普
及
し
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

本
展
示
で
は
、同
朋
大
学
・
名
古
屋
音
楽
大
学
図
書
館
収
蔵
の「
山

田
文
昭
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」に
巻
子
本
形
態
の「
成
唯
識
論
」（
⑥
世
親

著「
唯
識
三
十
頌
」に
対
す
る
護
法
の
注
釈
を
中
心
に
編
纂
し
た
も

の
で
、興
福
寺
法
相
宗
の
根
本
典
籍
）と「
成
唯
識
論
述
記
」（
⑦
唐

窺
基
に
よ
る「
成
唯
識
論
」の
詳
解
）の
春
日
版
が
あ
る
た
め
そ
れ

ら
を
中
心
に
出
陳
し
た
。

浄
土
真
宗
に
お
い
て
も
、仏
書
の
出
版
は
盛
ん
で
あ
る
。
特
に
本

願
寺
教
団
の
場
合
、第
八
世
蓮
如
が
教
義
を
平
易
に
説
い
た
消
息

形
式
の
仮
名
法
語「
御
文
」（
①
）が
、子
息
の
実
如
の
時
代
よ
り
真

宗
聖
教
と
し
て
出
版
さ
れ
続
け
て
い
る
。

前
章
で
は
、日
本
に
お
け
る
仏
教
と
出
版
と
の
文
化
史
的
接
点

は
江
戸
期
以
前
で
密
接
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。
そ
れ
で
は
そ

の
関
係
は
江
戸
・
明
治
期
に
な
る
と
ど
う
な
る
か
と
い
え
ば
、関
係

が
よ
り
緊
密
に
な
る
。
そ
れ
は
、江
戸
初
期
か
ら
書
肆
に
よ
る
仏
書

の
商
業
出
版
が
活
発
化
し
た
こ
と
に
も
一
因
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、

江
戸
期
前
半
で
は
民
間
の
本
屋
か
ら
出
版
さ
れ
た
本
の
う
ち
の
三

点
に
一
点
、二
冊
に
一
冊
が
仏
書
で
あ
る
と
試
算
さ
れ
て
い
る
ほ

ど
に
大
量
の
仏
書
が
出
版
さ
れ
、ま
た
、新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
の
仏
書

も
登
場
し
て
い
る
。

本
章
で
は
、摺
物
を
含
め
た
浄
土
真
宗
関
連
の
近
世
・
近
代
の
出

版
事
情
に
着
目
す
る
。
特
に「
親
鸞
御
影
を
刷
る
」、「
親
鸞
教
学
を

刷
る
」の
両
テ
ー
マ
を
設
定
す
る
こ
と
で
、発
行
者
側
の
メ
デ
ィ
ア

戦
略
と
し
て
の
親
鸞
の
イ
メ
ー
ジ
を
考
え
て
み
た
い
。
こ
こ
で
一

例
を
あ
げ
る
と
、親
鸞
門
弟
二
十
四
輩
の
巡
拝
ブ
ー
ム
の
影
響
な

ど
で
浄
土
真
宗
寺
院
な
ど
は
様
々
な「
親
鸞
御
影
」を
出
版
し
た（
⑧

～
㉒
）。
中
に
は
、伊
勢
国
山
田
岩
渕
の
臨
済
宗
寺
院
の
光
明
寺
が

親
鸞
像
安
置
を
説
く
挿
絵
入
り
の
由
緒
書（
③
）を
発
行
し
た
よ
う

に
、浄
土
真
宗
や
親
鸞
と
は
無
関
係
の
宗
派
も
親
鸞
を
宣
伝
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、親
鸞
の
人
気
に
あ
や
か
っ
た
出
版
戦
略
が
十
九

世
紀
代
を
中
心
に
展
開
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

Ⅰ 

印
刷
さ
れ
た
仏
書

Ⅱ 
近
世・近
代
の
出
版
と
親
鸞
の
イ
メ
ー
ジ

⑧ 

親
鸞
御
影「
善
信
坊
二
十
九
歳
之
御
影
」　
一
枚
　
19
世
紀
刊

   

「
六
角
堂
」　　
　
　
　
　
　

 　
　
　

  　
三
二・六
㎝
×
一
四・一
㎝

⑨ 

親
鸞
御
影「
高
祖
聖
人
御
杖
倒
竹
之
図
」　
一
枚
　
19
世
紀
刊

四
〇・一
㎝
×
一
三・八
㎝

⑩ 

親
鸞
御
影「
見
真
大
師
旅
之
像 

自
画
」　
一
枚
　
明
治
期
刊

   

「
武
蔵
国
渋
江
郷
宝
木
塚
村
西
光
寺
」 　
　
　
　

  

三
〇・五
㎝
×
一
五・九
㎝

⑥（
上
） 

春
日
版
成
唯
識
論
巻
第
七（
部
分
）　
一
巻
　
12
世
紀
頃
刊

二
六・八
㎝
×
九
二
五・四
㎝　
※
同
朋
学
園
蔵

⑦（
下
） 

春
日
版
成
唯
識
論
述
記
第
五
巻
末（
断
簡
）　一巻
　
12
世
紀
頃
刊

二
七・六
㎝
×
四
六・三
㎝　
※
同
朋
学
園
蔵
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⑳ 

親
鸞
御
影「
親
鸞
聖
人
」　
一
枚
　
19
世
紀
刊三

二・〇
㎝
×
一
四・六
㎝

⑫ 

親
鸞
御
影「
愚
禿
親
鸞
八
十
三
才
」　
一
枚
　
19
世
紀
刊

三
四・六
㎝
×
一
五・五
㎝

⑯ 

親
鸞
御
影「
和
朝
親
鸞
聖
人
」　
一
枚
　
明
治
期
刊

   

「
岩
代
国
信
夫
郡
福
嶋
康
善
寺
法
宝
物
」　
　
　 

二
四・九
㎝
×
一
一・二
㎝

⑲ 

親
鸞
御
影「
旅
立
真
影
」　
一
枚
　
19
世
紀
刊二

五・〇
㎝
×
一
一・六
㎝

⑪ 

親
鸞
御
影「
親
鸞
聖
人
」　
一
枚
　
明
治
期
刊

   

「
陸
中
国
盛
岡
願
教
寺
法
宝
物
」　
　
　
　
　　
二
八・四
㎝
×
一
三・二
㎝

⑮ 

法
然・親
鸞
俗
名
御
影
　
一
枚
　
明
治
期
刊

   

「
岩
代
国
信
夫
郡
福
嶋
康
善
寺
法
宝
物
」 　
　
二
四・四
㎝
×
一
〇・五
㎝

㉒ 

親
鸞
御
影「
和
朝
親
鸞
聖
人
」　
一
枚
　
19
世
紀
刊

三
四・七
㎝
×
一
五・八
㎝

⑭ 

親
鸞
御
影「
親
鸞
聖
人
蕎
麦
喰
木
像
」  

一
枚  

19
世
紀
刊

   

「
比
叡
山
無
動
寺
大
乗
院
」　　
　
　
　
　
二
五・〇
㎝
×
一
一・八
㎝

⑱ 

親
鸞
御
影「
植
髪
之
真
影
」　
一
枚
　
19
世
紀
刊

   

「
粟
田
植
髪
御
堂
」　　
　
　
　
　
　

  　
二
〇・一
㎝
×
九・九
㎝

㉑ 

親
鸞
御
影「
南
無
阿
弥
陀
仏
」　
一
枚
　
19
世
紀
刊

   

「
菩
提
山
安
樂
寺
」　　
　
　
　
　
　
　
二
八・七
㎝
×
一
五・六
㎝

⑬ 

親
鸞
御
影
　
一
枚
　
19
世
紀
刊

三
四・六
㎝
×
一
六・一
㎝

⑰ 

親
鸞
御
影「
親
鸞
聖
人
」　
一
枚
　
19
世
紀
刊三

一・八
㎝
×
一
四・八
㎝
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本
章
で
は「
巡
礼
・
巡
拝
と
出
版
」、「
空
間
に
み
る
寺
社
の
か
た
ち
」

の
サ
ブ
テ
ー
マ
を
設
け
て
、出
版
と
寺
社
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
関
係

性
や
寺
社
の
描
き
方
を
見
て
み
た
い
。
江
戸
期
に
な
る
と
寺
社
参

詣
の
一
大
ブ
ー
ム
が
生
じ
る
。
西
国
三
十
三
ヶ
所
巡
礼
・
四
国

八
十
八
ヶ
所
巡
礼
な
ど
が
流
行
し
、さ
ら
に
写
し
巡
礼
と
呼
ば
れ

る
地
方
巡
礼
も
多
数
形
成
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
近
現
代
に
も
続
き
、

親
し
ま
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
㉖
と
㉗
は
四
国
八
十
八
ヶ
所
納

札
と
そ
の
版
木
で
あ
る
。
ま
た
浄
土
真
宗
系
の
巡
拝（
順
拝
）は

二
十
四
輩
と
呼
ば
れ
る
親
鸞
の
高
弟
ゆ
か
り
の
寺
院（
㉔
）や
蓮
如

の
旧
跡
な
ど
を
巡
礼
す
る
ル
ー
ト
で
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
今

回
は
巡
拝
帳
用
の
摺
物
か
ら
、三
河
国
赤
羽
御
坊（
㉙
）と
三
河
国

池
端
蓮
成
寺（
㉜
）な
ど
の
寺
号
の
摺
物
を
展
示
し
た
。
一
方
、神
社

巡
礼
に
も
同
様
の
現
象
が
あ
り
、伊
勢
神
宮
等
へ
の
参
詣
ル
ー
ト

案
内
図「
両
宮
摂
社
参
詣
要
路
」（
㉓
）に
は
伊
勢
両
宮
関
連
の
神
社

と
そ
の
祭
神
の
名
が
記
載
さ
れ
る
が
、寺
院
の
名
は
記
載
さ
れ
て

い
な
い
の
は
特
徴
と
い
え
よ
う
。他
に
は「
両
宮
摂
末
社
順
拝
絵
図
」、

「
神
都
一
覧
」、「
諸
国
案
内
旅
雀
」な
ど
を
展
示
し
た
。

ま
た
近
世
・
近
代
は
、寺
社
の
境
内
鳥
瞰
図
や
本
堂
内
部
を
描
い

た
構
図
の
印
刷
物
等
が
多
数
つ
く
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、大
法
要
の

記
念
や
参
詣
ガ
イ
ド
パ
ン
フ
の
よ
う
な
役
割
を
持
っ
た
と
い
え
よ
う
。

本
書
で
は
、東
本
願
寺
の
両
堂
再
建
に
と
も
な
う
遷
佛
遷
座
を
描

い
た「
大
谷
派
本
願
寺
御
遷
佛
遷
座
式
之
図
」（
㉕
）や
聖
徳
太
子
ゆ

か
り
の
四
天
王
寺
境
内
図
で
あ
る「
天
王
寺
名
所
付
」（
㉛
）、名
古

屋
御
坊
本
堂
で
の
大
法
会
の
様
子
が
描
か
れ
た「
祖
師
六
百
回
御

遠
忌
図
」（
㉝
）な
ど
の
構
図
を
扱
っ
た
。「
伊
勢
服
忌
令
」（
㉟
）は
、

全
国
か
ら
伊
勢
参
宮
者
が
増
加
し
た
こ
と
で
出
版
さ
れ
た
伊
勢
参

詣
関
連
の
服
忌
マ
ナ
ー
本
で
あ
る
。
そ
の
存
在
自
体
が
、組
織
化
さ

れ
た
伊
勢
参
詣
ブ
ー
ム
を
伝
え
て
い
る
。

Ⅲ 

出
版
に
み
る
寺
社
空
間
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

㉔ 見真大師二十四輩諸国御旧跡一覧図　1枚　明治26年（1893）刊
50.0㎝×69.5㎝

㉕ 大谷派本願寺御遷佛御遷座之図　1枚　明治28年（1895）刊
37.1㎝×54.1㎝

㉓ 両宮摂社参詣要路　1枚　宝永4年（1707）初版
55.3㎝×57.1㎝

㉖（
右
） 

四
国
八
十
八
ヶ
所
納
札
　
一
枚
　
文
政
4
年（
1
8
2
1
）刊

二
四・三
㎝
×
五・六
㎝　

㉗（
左
） 

四
国
八
十
八
ヶ
所
納
札
版
木
　
一
枚
　
江
戸
後
期

二
三・〇
㎝
×
四・八
㎝
×
〇・九
㎝
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㉟ 

伊
勢
服
忌
令
　
一
枚
　
天
和
元
年（
1
6
8
1
）刊

二
七・三
㎝
×
六
一・三
㎝

㉙ 

赤
羽
御
坊
摺
物
　
一
枚
　
江
戸
後
期
刊

二
三・八
㎝
×
一
六・〇
㎝

㉜ 

池
端
蓮
成
寺
摺
物
　
一
枚
　
江
戸
後
期
刊

二
二・四
㎝
×
一
五・五
㎝

㉘ 尾張名古屋東本願寺図　1枚　文政6年（1823）頃刊
 3.6㎝×23.1㎝

㉛ 

天
王
寺
名
所
付
　
一
枚
　
江
戸
後
期
刊

二
八・八
㎝
×
四
五・三
㎝

㉚ 

伊
勢
御
師
内
山
大
夫
銘
千
度
御
祓
大
麻
版
木
　
一
枚
　
江
戸
後
期 　
二
八・七
㎝
×
六・五
㎝
×
四・〇
㎝

㉞ 外宮遷御図版木「当宮遷之図」　1枚　嘉永2年（1849）
36.5㎝×66.8㎝×3.8㎝

㉝ 祖師六百回御遠忌図　1枚　元治2年（1865）刊
29.7㎝×48.3㎝
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前
近
代
に
は
、神
仏
関
連
の
印
刷
物
は
多
数
存
在
し
、そ
れ
が
気

づ
か
れ
な
い
ほ
ど
に
日
常
生
活
に
溶
け
込
ん
で
い
る
場
合
も
あ
っ
た
。

そ
の
中
に
は
、現
在
で
は
あ
ま
り
神
仏
と
の
接
点
が
イ
メ
ー
ジ
で

き
な
い
摺
物
も
存
在
す
る
。
本
章
で
は「
お
札さ

つ

と
お
札ふ
だ

」と「
暦
の

な
か
の
ホ
ト
ケ
」と
い
う
節
を
設
け
、江
戸
・
明
治
期
の
紙
幣
と
暦

を
イ
メ
ー
ジ
が
し
に
く
い
出
版
物
の
代
表
例
と
し
て
紹
介
し
た
い
。

そ
も
そ
も
日
本
紙
幣
の
始
ま
り
は
、公
的
紙
幣
の
藩は

ん
さ
つ札
に
先
行

し
た
私し

さ
つ札（
民
間
紙
幣
）と
し
て
慶
長
後
半
期
に
伊
勢
国
の
伊
勢
神

宮
外
宮
門
前
町
山
田
で
誕
生
し
た
山や

ま
だ
は
が
き

田
羽
書（
㊲
）と
さ
れ
る
。
神

札
が
ル
ー
ツ
と
も
さ
れ
る
よ
う
に
山
田
羽
書
は
、券
面
に
は「
伍
大

力
菩
薩
」印
や
大
黒
天
像
な
ど
の
七
福
神
像
と
い
っ
た
印
が
み
ら
れ
、

形
状
は
寺
社
の
お
札
に
酷
似
す
る
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、和
泉
国
堺

の
木き

地じ

屋や

銀ぎ
ん

札さ
つ（
㊱
）に「
天
照
皇
太
神
宮
宇
」印
や
大
黒
天
像
の
印

が
あ
る
な
ど
、他
の
私
札
や
藩
札
に
も
富
の
象
徴
の
福
神
と
し
て

の
恵
比
寿
や
大
黒
と
い
っ
た
神
仏
の
意
匠
の
印
が
採
用
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
西
本
願
寺
が「
龍
谷
末
葉
改
革
融
通
」
印
の
あ
る

六ろ
く
じ
ょ
う
ご
で
ん
さ
つ

條
御
殿
札（
㊳
）、さ
ら
に
船
場
御
坊（
現
真
宗
大
谷
派
姫
路
船
場

別
院
本
徳
寺
）が
船せ

ん
ば場

預あ
ず
か
り
き
っ
て

切
手（
㊴
）と
い
っ
た
寺
院
札
を
幕
末
維

新
期
に
発
行
す
る
な
ど
、各
寺
社
は
私
札（
寺
社
札
）を
発
行
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、実
は
近
世
の
紙
幣
は
神
仏
と
関
係
が
深
い
の
で
あ
る
。

一
方
、暦
は
鎌
倉
末
期
に
、出
版
さ
れ
た
版
暦
が
登
場
す
る
。
室

町
期
に
は
京
都
の
京
暦
の
ほ
か
、伊
豆
の
三
島
暦
や
奈
良
の
陰
陽

師
が
発
行
し
た
南
都
暦（
㊵
㊶
）な
ど
の
地
方
暦
と
よ
ば
れ
る
暦
が

摺
ら
れ
て
い
る
。
江
戸
期
に
お
い
て
は
地
方
暦
の
な
か
で
も
、伊
勢

神
宮
門
前
町
宇
治
山
田
で
寛
永
八
年（
一
六
三
八
）か
ら
出
版
さ
れ

て
い
る
伊
勢
暦
が
最
も
有
名
で
身
近
な
暦
で
あ
っ
た
。

今
回
は
地
方
暦
の
一
例
に
、南
都
暦
や
伊
勢
暦
を
展
示
し
た
が
、

こ
れ
ら
の
発
行
に
は
陰
陽
師
が
関
わ
り
、ま
た
三
鏡
宝
珠
が
描
か

れ
る
な
ど
、版
面
に
は
神
仏
の
意
匠
と
い
っ
た
宗
教
的
要
素
が
意

外
に
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

Ⅳ 

神
仏
を
感
じ
る
身
近
で
意
外
な
摺
物

《
主
要
参
考
文
献
》 『
お
ふ
だ 

ふ
だ 

信
じ
る
こ
こ
ろ
』『
御
師
制
度
廃
止

一
五
〇
年
展 

伊
勢
参
宮
の
先
達
者
た
ち 

隆
盛
・
廃
止
・
そ
の
後
』『
近

世
京
都
出
版
文
化
の
研
究
』『
近
世
仏
教
文
化
文
献
の
基
礎
的
研
究
』

『
近
世
仏
書
の
文
化
史 

西
本
願
寺
教
団
の
出
版
メ
デ
ィ
ア
』『
空
海
か
ら

の
お
く
り
も
の 

高
野
山
の
書
庫
の
扉
を
ひ
ら
く
』『
実
如
判
五
帖
御
文

の
研
究
』『
城
州
古
札
見
聞
録
』『
続・藩
札
と
羽
書 M

IE

の
エ
コ
マ
ネ
ー
』

『
名
古
屋
の
出
版 

江
戸
時
代
の
本
屋
さ
ん
』『
名
古
屋
の
仏
教 

資
料
編 

木
版
資
料
よ
り
み
る
』『
日
本
印
刷
文
化
史
』『「
日
本
中
世
印
刷
史
」展
』

㊶ 南都暦（断簡,巻末部分）　1枚　寛永5年（1628）頃か
25.0㎝×37.2㎝　※寛永4年藤村安政版か

㊵ 

南
都
暦（
断
簡
、巻
頭
部
分
）　
一
枚
　
寛
永
5
年（
1
6
2
8
）

二
五・〇
㎝
×
一
七・一
㎝　
※
寛
永
4
年
藤
村
安
政
版
か

㊳ 

六
條
御
殿
札
　
一
枚
　
江
戸
末
期
刊

一
六・三
㎝
×
四・一
㎝

㊲ 

山
田
羽
書
見
本
刷
等
覚
書（
部
分
）　
一
冊
　 

江
戸
中
期

二
七・四
㎝
×
一
九・八
㎝

㊱ 

木
地
屋
銀
札
　
一
枚
　
元
和
8
年（
1
6
2
2
）刊

一
六・三
㎝
×
五・二
㎝

㊴ 

船
場
預
切
手
　
一
枚
　
明
治
初
年
刊

一
五・九
㎝
×
四・三
㎝



同朋大学仏教文化研究所2022年度前期史料展示「すり出されたカミ・ホトケ―出版からみた仏教文化―」
編集・発行：同朋大学仏教文化研究所【〒453-8540 名古屋市中村区稲葉地町7-1  TEL：052-411-1373  e-mail：bc-inst@doho.ac.jp】
発行日：2022年7月9日　印刷：西濃印刷株式会社

【表　紙】①顕如判御文（部分）  1冊  16世紀後半刊  26.8×22.2  ※同朋大学仏教文化研究所蔵　②両宮摂社参詣要路（部分）  1枚
　　　　③伊勢山田光明寺蔵親鸞影像由緒書（部分）  1枚  江戸後期判  28.3㎝×40.0㎝ 
　　　　④宗祖大師六百五十年大遠忌紀念御式図（部分）  1枚  明治44年（1911）刊  37.1㎝×54.1㎝
　　　　⑤御文 五の三十二 版木  1枚  19世紀刊  23.9㎝×41.9㎝×2.1㎝  ※同朋大学仏教文化研究所蔵

【裏表紙】42 親鸞聖人絵伝版画  1枚  19世紀刊  48.9㎝×37.4㎝

42


